


貸付種別及び必要書類等

「給料月額がわかる書類」、 別紙「貸付事業における個人情報に関する同意書」、 「借入状況等申告書」は、 どの貸付を申し込む場合でも必要です。

貸付種別 申 込 事 由 必 要 書 類 申 込 期 限 貸付限度額 償還回数

組合員が臨時 に資金を 貸付金額が100万円未満の場合→不要 ・資金の必要な時期 200万円 120回以内
必要とする場合 貸付金額が100万円以上の場合 ・支払済の場合、 支払日か
※生活費、 借金の返済 ①必要金額が確認できる書類 ら概ね1か月以内

等は該当しません。 ・注文書、 契約書、 請書、 請求書、 領収書等 ※2年間は借替できません。

一般 のいずれかの写し
※注文書で注文先の受付印がない場合、 若しく

は見積書の場合は注文先の従業員による注文
を受けた旨の加筆、 押印が必要となります。

※借替の場合、 必要書類の要、 不要基準金額は
送金額とします。

再任用組合員等が臨時 一般貸付と同じ ・一般貸付と同じ 給与月額x 残任期 月 数

特別
に資 金を必要とする 3/)0 X残任 の回数
場合 期月数

（ 限度額は
200万円）

組合員、 被扶養者又は ①入学又は修学の事実を証明できる書類 ・合格証明の日から入学ま 550万円 250回以内以上
被扶養者でない子、 孫 ・合格証明書、 入学証明、 在学証明書等 で
若しくは兄弟姉妹が学 ・外国の教育機関に入学（修学又は受講）の場合 •在学証明の日から3か月
校教育法に規定する高 課程の修学年限が3か月以上であり、 かつ、 以内
等学校、 大学、 高等専 正規の教育課程の修学年限が1年以上である ・支払済の場合、 支払日か
門学校、 専修学校、 各 ことが証明できる書類（様式集） ら概ね1か月以内

教育 種学校、 又はこれらに ②必要額及び納付期 限が確認できる書類（1
準ずるものとして理事 年以内に必要な費用）
長が定める要件に該当 ・学校へ納入する費用（ 入学金、 授業料、 そ
する外国の教育機関に の他諸経費）がわかる、 振込書、 領収書、

入学又は修学する場合 パンフレット等の写し
③対象者が被扶養者でない場合は、 続柄のわ

かる書類
・住民票、 戸籍謄本等

組合員又は被扶養者が ①公的機関が発行した「り災証明書」 ・り災の日から3か月以内 200万円 120回以内
災害 水震火災その他非常災

害を受けた場合

組合員、 被扶養者又は ①医療費を要する事実を証明することのでき ・証明の日から3か月以内 200万円 110回以内
被扶養者でない配偶 る書類

医療 者、 子、 孫、 兄弟姉妹 ・診断書等の写し
若しくは父母が医療を ②対象者が被扶養者でない場合は、 続柄のわ
ける場合 かる書類

・住民票、 戸籍謄本等

組合員又はその子が結 ①結婚することを証明することのできる書類 ・証明の日から挙式日まで 200万円 120回以内
婚する場合 ・結婚式場の挙式申込受理書の写し、 仲人の （挙式日の前6か月以内）

証明書等、 入籍後の場合は戸籍抄本等 ・支払済の場合、 支払日か

結婚 ②必要額が確認できる書類 ら概ね］か月以内
・契約書、 請書、 請求書、 領収書等の写し

③対象者が被扶養者でない場合は、 続柄のわ
かる書類

・住民票、 戸籍謄本等

被扶養者又は被扶養者 ①葬祭対象者の死亡の事実及び組合員との続 ．葬祭又は法事等 から1 200万円 120回以内
でない配偶者、 子、 柄が確認できる書類（被扶養者は除く） か月以内
孫、 兄弟姉妹若しくは ・死亡診断書（写）、 住民票、 除籍謄本等 ．墓地の取得等の購入日前
父母の葬祭 ②葬儀又は法事等を事由に貸付を申し込む場合 ・支払済の湯合、 支払日か

（葬儀、 死亡日から2 ・会葬のはがき、 住職の証明等 ら概ね1か月以内

葬祭 か月以内に行われる服 墓地の取得等を事由に貸付を申し込む場合、
喪及び追悼のための行 購入日を確認できる書類
事）、 死亡に伴う墓地 ・契約書等（写し）
の取得及び墓石の建立 ③必要額が確認できる書類。 ただし、 ②の書

（これらとともに行わ 類で確認できる湯合は不要
れる祭祀を含む） ・契約書、 請書、 請求書、 領収書のいずれか

の写し

(1)貸付可能額は、 上記貸付種類ごとに、 限度額の範囲内で必要額(10万円単位）です。
一般 ・ 教育 ・ 災害 ・ 医療 ・ 結婚 ・ 葬祭貸付けの貸付残高の合計額（総額規制対象貸付け）は700万円が限度額となります。

(2)借替について
既に貸付を受けている方が、 同じ種類の貸付を申し込む場合、 申込金額から残っている未償還元金（償還猶予金があるときはそ

の残金と経過利息（ポー ナス併用償還の方のみ））を差し引いた金額を送金します。
借替え申込は、 随時。 ただし、 一般貸付けは、 直近の貸付時から2年を経過しなければ借替ができません。
例えば、 平成29年9月に一般貸付けを受けて現在償還中の方は、 平成31年9月以降借替えができます。
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借入状況等申告書

公立学校共済組合兵庫支部長 様

年 月 日

申 所属所名
(TEL) 

込 職 名 フリガナ

人 氏 名 園

※必ず本人が署名・押印してください。
※印鑑は、 貸付申込書に押印されるものと同じものをご使用ください。

次の内容に相違ありません。

この申告書の内容や他の添付書類に虚偽の記載がある場合、 貸付事故（貸倒れ）が発生した場合、

その他貸付規程に違反した場合、 公立学校共済組合が当該事実を申込人が所属する所属所の所属所長

に通知することに同意します。

〈当共済組合の借入状況〉 （単位：円）

貸 付 種 別 区 分
1回当たり償還額 1回当たり償還額
（毎月償 還） （ボ ー ナス償 還）

一般貸付け 新規・借替え・償還中

特別貸付け 新規・借替え・償還中

住宅貸付け（介護除く） 新規・借替え・償還中

住宅災害貸付け（介護除く） 新規・借替え・償還中

介護構造部分の貸付け 新規・借替え・償還中

教育貸付け 新規・借替え・償還中

災害貸付け 新規・借替え・償還中

医療貸付け 新規・借替え・償還中

結婚貸付け 新規・借替え·償還中

葬祭貸付け 新規·借替え・償還中

特例住宅災害貸付け 新規・借替え・償還中

特例の既住宅貸付け 新規・借替え・償還中

特例の既住宅災害貸付け 新規・借替え・償還中

合 計
(A) (B) 

（注） 1 「区分」欄は、 該当するものを0で囲んでください。

2 「1回当たりの償還額」欄には、 借替えの場合は借替え後の1回当たり償還額を記入してください。

3 住宅災害貸付けのうち元金の償還が猶予されている貸付けに係るものは記入する必要はありません。

4 育休等猶予中の方は、 猶予されている1回当たり償還額を記入してください。

5 育休等猶予金の倍返しを行っている方については、 倍返しの部分を含めないで記入してください。 4

詳しくは支部に確認してください。

（次頁につづく）
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